
総務企画委員会会議記録

総務企画委員長 木付 親次

１ 日 時

令和２年３月２７日（金） 午前１０時１３分から

午前１０時１８分まで

２ 場 所

第４委員会室

３ 出席した委員の氏名

木付親次、衛藤博昭、今吉次郎、麻生栄作、尾島保彦、平岩純子、荒金信生

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

総務部長 和田雅晴 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第６１号議案のうち本委員会関係部分については、可決すべきものと全会一致をもって

決定した。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 課長補佐（総括） 冨高徳己

政策調査課調査広報班 主査 後藤仁美



総務企画委員会次第

日時：令和２年３月２７日（金）本会議休憩中

場所：第４委員会室

１ 開 会

２ 総務部関係

（１）付託案件の審査

第６１号議案 令和元年度大分県一般会計補正予算（第５号）

（本委員会関係部分）

（２）その他

３ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

ただいまから、総務企画委員会を木付委員長

開きます。

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案１件です。

それでは、第６１号議案令和元年度大分県一

般会計補正予算（第５号）のうち、本委員会関

係部分について、執行部の説明を求めます。

第６１号議案令和元年度大分県佐藤財政課長

一般会計補正予算（第５号）の全般的事項と歳

入について御説明します。

議案書の１ページをお開きください。

今回の補正額は、第１条のとおり８億４，６

１４万８千円の追加であり、累計の予算額は６，

１０９億７，５０３万７千円となります。

別途お配りしている総務企画委員会資料１ペ

ージの冒頭にあるとおり、今回の補正予算案は

国の新型コロナウイルス感染症に関する緊急対

応策を踏まえ、緊急的に対応が必要な経費や入

学支度金の給付に要する経費などを追加補正す

るものです。

次に、歳入について説明します。令和元年度

補正予算に関する説明書（追加上程分）で御説

明します。

２ページをお開き願います。今回補正するの

は、上から二つ目の国庫支出金４億３，１７７

万１千円と、その三つ下の繰入金４億１，０３

５万１千円、その二つ下の諸収入４０２万６千

円を合わせた８億４，６１４万８千円となりま

す。

その主な内訳について説明します。５ページ

をお開きください。

第９款国庫支出金４億３，１７７万１千円は、

国の新型コロナウイルス感染症に関する緊急対

応策に伴うものです。

表の一番左、第２目福祉生活費国庫補助金に

ついては、二つ右の補正予算額欄にあるとおり

４億６１０万７千円を計上しています。これは

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が

減少した世帯に対して、県社会福祉協議会が行

う緊急小口資金などの特例貸付に要する貸付原

資の補助や、障がい児放課後等デイサービスの

保護者負担等の軽減のため、市町村に対して助

成することなどに充当するものです。

その下の第３目保健環境費国庫補助金２，５

６６万４千円は、新型コロナウイルス感染症の

入院患者を受け入れる医療機関に対して、防護

服やゴーグル、手袋といった個人防護具購入経

費を助成することに充当するものです。

７ページをお願いします。第１２款繰入金４

億１，０３５万１千円です。表の一番左、第９

目地域医療介護総合確保基金繰入金については、

県が消毒液等の衛生用品を一括購入し、高齢者

福祉施設に配布する財源として６７０万４千円

を取り崩すものです。その下の第２４目財政調

整基金繰入金については、今回補正の県費負担

分として４億３６４万７千円を取り崩すもので

す。

９ページの第１４款諸収入第７項雑入４０２

万６千円は、全国学校給食会連合会からの補助

金です。これは、学校給食調理業者が衛生管理

の改善・強化を図るために行う職員研修や備品

購入等に対する助成の財源として充当するもの

です。

以上が歳入です。なお、今回の補正予算案に

は総務部関係の歳出はありません。

以上で説明は終わりました。木付委員長

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑もないようですので、木付委員長

これより採決します。

本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと決することに御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち、木付委員長
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本委員会部分については、原案のとおり可決す

べきものと決定しました。

以上で付託案件の審査を終わります。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これをも木付委員長

ちまして本日の委員会を終わります。

皆さん、お疲れさまでした。
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別 紙

会議の概要及び結果

木付委員長

衛藤副委員長

今吉委員

麻生委員

尾島委員

平岩委員

荒金委員

和田総務部長

武藤審議監

山田知事室長

中村行政企画課長

石掛県有財産経営室長

松原県政情報課長

廣末法務室長

後藤人事課長

佐藤財政課長

吉冨税務課長

塩月市町村振興課長

兼子総務事務センター所長

中島企画振興部長

磯田審議監兼政策企画課長

中山おおいた創生推進課長

藤井国際政策課長

秋月芸術文化スポーツ振興課長

高橋ラグビーワールドカップ２０１９推進課長

河野広報広聴課長

神志那統計調査課長

遠藤交通政策課長

山本会計管理局長

中本会計課長

高屋議会事務局長

秋吉議会事務局次長

藤原人事委員会事務局長

倉原公務員課長

小野監査事務局長

田所監査事務局次長


